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ciation for the Study of the Liver Diseases主催の





















































































































New York & Denver,
USA  
1972-96  266  49  35
 
UK,Netherlands,France
& Italy  
1969-95  37  34
 
London,UK  1973-89  233  39  37
 
Paris,France  1986-96  440  32  27
 
Tubingen,Germany  1972-97  151  57
 










































み)，3) International Sendai Symposium on Biliary
 
Atresia胆道閉鎖症仙台国際シンポジウム（1972年以





















とからdisorganized cell turnover, abnormal bile
 
duct developmentを証明），佐々木くんの仕事（胆管
上皮の lineage markerである cytokeratin subtype
の検索から，とくにCK 20, 本症の肝内胆管は fetal
 
liverと同じ developing  stageにあることを証明），





























Balistreriによる gene chip microarrayによる検索
































8. お わ り に
最終講義のおわりに，私の卒業アルバムから学生時
代の恩師葛西森夫先生による新生児外科臨床講義風景
を示します．通常あまりまじめではなかった私が，外
科学の臨床講義だけは階段教室の前に陣取って聞き
入ったものでした．その時受けたインパクト，その後
の研究生活を振り返り，一つ，疑問をそのまま放置せ
ず常に好奇心・向上心を保つこと，もう一つ，興味を
持って一度食いついたら絶対に離れるな/そのうち葉
が茂り大樹になり花が咲く，ということを後進に贈り
たいと思います．
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